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小さな証
スイスに嫁ぎ幸せな
家庭を築くも、夫と
一人娘に先立たれた
筆者が悲しみの河を
渡って得たものと
は。　　　　　P２　　　

洗礼式／堅信礼
スイス／ドイツに音
楽留学に来た若き学
生がイエス様に出会
い救われました！

P３　　　　

ゲルスタ先生が召天
闘病中であったスイス　
JEGの前牧師、ゲルス
タ先生が11月９日の早
朝、天に凱旋されまし
た。               P13～17

小さな祈りJEG創立２５周年記念
ゲルスタ先生ご夫妻のイ
ニシアティブでスイスに
初めての日本語教会が創
立されて今年で２５年を
迎えました。P５～12

小さな祈り

バッハが音楽監督を勤め、マタイ受
難曲などが初演され、マルチン・ル
ターが説教したライプチッヒのトー
マス教会。この由緒ある教会堂で第
３４回ヨーロッパ・キリスト者の集
い”賛美の午後”が開催されました。

（写真はハイキングで登ったHochalp(1529m)からの眺望）

愛するゲルスタ先生
また会う日まで！

スイスJEG創立２５周年記念号

小さな祈り

実りは多いが、働き手が少ない。だから、収穫の主に、収穫のために働き手を
送ってくださるように祈りなさい。　ルカ１０：２

ゲルスタ師が愛された聖句

小さな祈り

天のお父様

あなたの壮大なご計画のために
取るに足りないわれら主イエスの
フォロワーを
恵みと哀れみによって
用いてくださることを感謝します。
主に栄光あれ、アーメン！
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ちいさな証

独りぼっちの私に神様がお与え下さったもの
エシェバッハー池田喜美子

Hochalp

スイス日本語福音キリスト教会

　 私は、この世に生まれて、すぐに
神様のお恵みをいただいた幸せもの
です。私の生母は跡取りの息子を欲
しいと願っていたのですが、女児ば
かり生まれ、三番目の私は未熟児で
誕生し、成長は無理と云われて放置
されてしまったのです。それを知っ
た生母の両親は、主イエスを信じる
二人でしたので、せめて天に召され
るようにと、私を抱いて教会に行

き、幼児洗礼を授けていただいたのです。神様は、ただ眠って
いる幼子を哀れに思われたのでしょうか、生命の息吹を吹き込
んでくださいました。それゆえ私は生き延び、太平洋戦争の最
中にも、空腹は覚えても、神様の存在は信じていたので不安な
思いはした事はありませんでした。成長していくにつれ、神様
にいただいた生命を大切にして、御心に沿い、主
の力に寄り添って生きたいと願っていました。
　学校を卒業し仕事を始めてからは、夜は東京・
神田にあったYMCAで紙芝居を制作したり、人
形劇団のための人形を作って、同年輩の仲間と慰
問訪問などをして奉仕に明け暮れたものでした。
特に懐かしいキャンプでは、満天の星空の下で大
きな輪になって焚き火を囲み、そんな時、日中の
いたずら連中が神妙な顔つきをして、罪を告白し
たのがとても印象に残っています。
　
　 私の夫となるワルターと出会ったのもYMCA
時代でした。二年の文通を経て、私は、”いつか
獣医になる”そして”孫が授けられたら動物園めぐ
りをする”という夢を抱いてスイスという全く未
知の国に来てしまったのです。しかし獣医になる夢は消え去
り、新しい人生を歩むうちに夢のことは、日々の生活の中で遠
くに去っていきました。
　 それから安定した年月が過ぎました。そうしたある日、健康
だったワルターは、体についた吸血虫の発見が遅れ、脳の働き
が止まり、悲しい出来事が次々と起こって、ついに天に召され
ていきました。残された母娘は、その後も私たち３人の願いで
あったスイス原産の小さな草花や鳥虫蝶、その他の弱い小動物
を保護する暮らしを続けてきました。20年余り経った頃でしょ
うか、ある日、娘も健康な体のまま眠り続けていましたが、そ
のまま息が止まって、私の傍から天に飛び去っていってしまい
ました。そうして孫との動物園めぐりの夢も消え、 私は本当に
独りぼっちになったのです。

　 夫と娘という人生の支えであり、愛情を注げる対象を失った
私に、長年の親友のスイス婦人がツィター（弦楽器）を私にく
れました。彼女は一緒に奏でようと、私に根気よく手ほどきを
してくれました。私はそのツィターに夢中になって日々を過ご
しました。また、友人は彼女の飼い犬と散歩することもすすめ
てくれました。その犬と連れ立って森の中での散歩は私の精神
の安定に役立ったようです。
　 可哀想なのは酷使されてきたツィターで、よれよれになり
２、３の弦は未だに満足に調弦できずにいるのです。習った楽
譜の枚数が２０枚を越え、約一年が過ぎて、私は何となく一人
での生き方を見つけたようです。ツィターのために沢山の曲を
知ったのですが、その中には教会でもよく歌われる賛美歌や、
幼い頃、日本で覚えたような原曲もあって、落ち込みそうにな
るとき、そのメロディーは私を慰めて勇気付けてくれました。
　 長い間、神様は私のような者にもお恵みを与えてくださり、

朝に晩に、お礼と罪の赦しを請うお祈りをし、毎
日、感謝しつつ生かせていただいています。なに
かにつけて欠点の多い私ですので、誤った行為や
いびつな考えにお詫びし赦しを願う習慣は欠かせ
ないものとなりました。過ちや失敗した事は数え
切れない程ですので、神様の力をお借りして、そ
の失敗を踏み台にして生きることができるように
なりました。
　一段上って今まで見えていなかったところを眺
めますと、そこには思いがけない世界がひろがっ
ています。それに気をとられていますと、いまま
で私を悩ませていたヤキモチや自己憐憫などの感
情は消えて行き、いままで悪く解釈していた事柄
も、もう一度よく見直すと、私を訓練する良き事
柄にとれるようになると気がつきました。そうす

るうちに気も晴れ、失敗の踏み台さん、ありがとう、そんなこ
とを気づかせてくださったイエスさま、ありがとうと言いたく
なるのです。
　 振り返れば、確かに悲しい出来事が度々起き”神様、なぜで
すか”と問う人生でもありましたが、ここに書ききれないほど
家族との楽しく忘れ難き想い出も心の中に生き
て宝となっています。全ては神様の手の中に
あり、私はその神様に縋りながら残りの人
生を全うしたいと願っています。

「神を愛する人々、すなわち、神のご計画に
従って召された人々のためには、神がすべて
のことを働かせて益としてくださることを私た
ちは知っています。」ローマ人への手紙8：28

筆者の絵
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1、ゲルスタ師が召天 20年に渡っ
て札幌でご夫人のウェンディ宣教師
と共に宣教のお働きをされたあと、
2010年７月から2013年５月まで、
田辺正隆牧師の後任としてスイス日
本語福音キリスト教会の専任牧師を
務められたゲルスタ・ハンスウェリ
前牧師は、長い闘病のあと、11月９

日の早朝、自宅から天に故郷に帰られました。
　11月26日（月）ゲルスタ先生が住まわれたウスター市で１５時
からGedenkfeierが催行され、先生を慕う大勢の参加者（スイス
JEGから31名参加）がありました。このニュースレターの14ペー
ジより師と関わりをもった兄姉の師を偲んでの証と想い出が掲載
されていますのでお読みください。
　 次のURLは、ゲルスタ先生ご夫妻のスイスJEGでの働きをウエ
ンディ夫人の英国の支援会に紹介するため制作されたショートビ
デオです。４分　 https://www.youtube.com/watch?
v=cODEiJQgHso&feature=youtu.be

２、洗礼式、堅信礼、入会式　ひと
つの魂を天に送ったあと、スイスJEG
では、11月25日、三つの洗礼式、ひ
とつの堅信礼、ひとつの入会式があ
り、スイスJEGの歴史始まって以来の
稀有で特別な日曜礼拝となりました。
深井愛記音さん（バーゼル音楽院学
生・ブロックフルート））後藤千晶さ
ん、ヴァイランド天音さん、トムセン
泉マリアさんはイエス様を信じ洗礼
を、そして、堅信礼を受けられ、神の
家族に加えられました。
　後藤千晶さん（ストラスブール音楽院学生、ギターリスト）は、
今村泰典、葉子兄姉が１０年前の発足以来お世話されてきたスト
ラスブール”聖書のお話を聴く会”から初めて出た受洗者です！

３、スイスJEG創立25周年記念　 スイス日本語福音キリスト
教会は、札幌からデピュテーションでスイスに帰国中のゲルスタ
宣教師が、スイスには一つも日本人のための教会がないことに胸
を痛め、多くのスイス人宣教師に声をかけ、イニティアティブを
とって創立された教会です。今日まで、多くの祈りに支えられ、
主の祝福と恵みと導きのなかで、２５年もの間、主を賛美する礼拝
を持つ幸いを得ました。11月８日（日）創立２５周年を祝い、記念
礼拝が持たれました。礼拝後、上映されたスライドショーでこの25
年を感謝をもって振り返りました。１２分のビデオhttps://
www.youtube.com/watch?v=o_p4rGpLHr0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４、原田憲夫牧師がご奉仕　

１０月１４日はイスラエル旅行団
引率のため留守にされたマイヤー
牧師に替わって、フランクフルト
日本語福音キリスト教会の修養会
で講師を務められた原田憲夫・横
浜緑園キリスト教会巡回牧師が”目
標を目指して走ろう”というテーマ
でピリピ３：１２-１４からみ言葉
を解き明かしてくださいました。 

５、新講解説教シリーズ　8月26日から始まった新シリーズ”福
音と律法との対決・ガラテヤ人への手紙”は、11月11日で４回を数
え、”良い行いの価値”をテーマにマイヤー牧師がメッセージをされ
ました。上記の原田憲夫牧師ならびにマイヤー牧師のメッセージは
スイスJEGのHP：礼拝メッセージサイトで視聴していただけま
す。

6、ジョイジョイキッズ　 11月
30日（金）15時から18時まで教
会堂に隣接するMaranatha-Haus
で、CSによる、アドベントのため
のイベント”ジョイジョイキッ
ズ”には、子供の参加者11名、JEG
以外の母親６名の参加者があり、
クリスマス・クッキーやアドヴェ
ントカレンダー作りにおおいに盛
り上がりました。マイヤー先生にもクリスマスにまつわるお話をし
ていただきました。まだまだJEGを知らない日本人も多く、地域に
根ざした活動の大切さを知りました。

７、第12回欧州日本語教会教職者研修会　 11月５日から８日
まで、南ドイツ・モンバッハタール
で、今年で第１２回となる欧州日本
語教会の教職者研修会が開催され,日
頃離れた場所で孤軍奮闘されている
教職者とその伴侶22名が集いまし
た。マイヤー牧師も参加され、第２
テモテを学び、共に祈り合い、励ま
しあう貴重な機会が与えられまし
た。

８、スイスJEGとキリスト者の集いのWebsiteがスマホ用に
　スマホによるサイト訪問者の増加（現在40%)に応じて、スマホ
でも読みやすいように、スイスJEGならびにスイスJEGの管理する
ヨーロッパ・キリスト者の集いのHPをデザインしました。ご利用
になってお気づきの点をお知らせくだされば幸いです。

楽しい交わり・愛餐会のスナップから　トムセン・カレン姉撮影

９、世界各地からホットな情報が満載の月報／ニュースレ
ター＆メルマガが届いています！
　 オーニンガー宣教師、クンツ・プスキラ宣教師、フーサー香織・
シモン宣教師、矢部晶宏宣教師からのRundbrief 、フランクフルト
日本語福音教会月報ひろば、工藤篤子メルマガ 、井野葉由美メルマ
ガ、バルセロナ日本語で聖書を読む会月報、デュッセルドルフ日本
語キリスト教会月報、ケルン・ボン日本語キリスト教会月報、ルー
マニア川井勝太郎宣教師の週報、ブリュッセル・ミサ便り、在欧日
本人宣教、イザール通信、森ゆり空レタ配達人、”宣教の声”が届いて
います。お読みになりたい方は、松林までご連絡ください。なお、ス
イスJEG会員の兄姉は、HPでパスワードを入れて、いつでもお読みで
きるようにいたしました。

http://livepage.apple.com/
http://livepage.apple.com/
http://livepage.apple.com/
http://livepage.apple.com/
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神の家族の一員として
長井宏敬

めぐみ福音キリスト教会　

2018年11月23
～ 2 4 日 、
ERF【エルフ】と
して2回目となる
一泊リトリート
が、在欧日本人宣
教会協賛のもと、
昨年と同じ軽井沢
の会場において開
催されました。
日常の荷物を降ろ

して共にイエスさまの御前に座り、みこ
とばにどっぷりと浸かる。そのようなプ
ログラムを目指し、今回はテーマ聖句
「主の家に住まう」（詩編27編4節）よ
り、メッセンジャーにお迎えした吉川直
美先生リードのもと、参加者みんなで黙
想体験に取り組みました。聖書箇所を
ゆっくり声に出して読み、繰り返し読み
ながら自然に心にとまる箇所を絞ってい
き、心の中でそのことばを思い巡らして
いく。初体験となる黙想に新鮮な驚きを
持たれた方が多かったようです。
私自身このリトリートを通して一番印

象に残っていることは、「意識的に神さ
まとの時間を取り分ける」ことの大切さ
です。黙想体験は、そのためのとても新
鮮な気づきを私に与えてくれました。
『一つの
ことを私
は 主 に
願った。
それを私
は求めて
いる。私
のいのち
の日の限り　 主の家に住むことを（詩編
27編4節）』。優先順位を神様一番にし
て、忙しい日常の中にあっても、主の家
に住む神の家族の一員として、これから
もしっかりと主を見つめながら主と共に
歩んでいきたい、そう改めて誓う時とな
りました。

また、今回のリトリートでは、今年
ヨーロッパから本帰国された兄弟姉妹、
また、今夏エジンバラでの集いで配布さ
せて頂いたチラシをきっかけに参加され
た方もいて、ヨーロッパと日本とのつな
がりを実感できるうれしい時でもありま
した。
遠くは鳥取、関西方面から、近くは軽

井沢から、ヨーロッパ帰国者だけでなく
様々な背景を持った総勢38名の方々が集
められ、とても新鮮な交わり、励ましの
時となりました。沢山の祈りに支えら
れ、リトリートのすべてが守られたこと
を感謝します！

み言葉を深く読む事の恵み
津田和明

日本基督教団洲本教会 

今回は初参加で東
京での準備ミー
ティングに出られ
ないのにもかかわ
らず、賛美チーム
とスモールグルー
プのリード、証会
の進行を任せても
らい、奉仕させて
いただきました。

どこかヨーロッパを感じさせる美しい軽
井沢の自然の中で、神様とヨーロッパを
つながりとした方々と麗しいひと時を持
つことができました。
8月に帰国してから、会う人会う人に

ドイツとスイスで音楽を勉強していたこ
とや、日本の神学校で学びた
いから帰ってきたことを説明
するのがパターン化していて
辟易としていましたが、その
感じで自己紹介すると、向こ
うもヨーロッパに住んでいた
方が殆どだったので、とって
も気持ち的に楽になり、ヨー
ロッパの日本人クリスチャン
同士の独特のオープンな交わ
りを楽しめました。
今回は地元淡路島の母教会

から母を含め３人の方々が参加してくだ
さいました。
久々の

賛美チー
ムは、初
めていっ
しょに演
奏する人
ばかりな
のに、気
持ちひと
つにぴったりでしたし、スモールグルー
プでもそれぞれ独特の視点や観点から
違った気づきをシェアできました。今回
は求道者の方も同じスモールグループに
いらっしゃって、わずか1泊2日の間に、
主にある交わりの中でその人がどんどん
変えられて、イエスキリストに出会って
いく、主の御業を見させていただきまし
た。
素晴らしい証も２つあり、感動と励ま

しをいただき、涙が止まりませんでし
た。 夜は良い交わりも与えられ、笑いと
良い力に囲まれた心地良い時間が与えら
れました。学びの中でも、今一度主の御
前に進み出る様な(初めてやった)「黙
想」の時間が与えられ、詩篇の箇所を何
度も深く深く読み込むことの恵みが与え
られたり、普段の日本の忙しい生活の中
で、主から離れていたなと実感させられ
ました。そして、やっぱり自分の救いの
ルーツはヨーロッパの日本人クリスチャ
ンだったので、ひさびさに伸び伸びとし
た里帰りの様な交わりが与えられて感謝
でした。

軽井沢ERFキャンプレポート



ス イ ス 日 本 語 福 音 キ リ ス ト 教 会

スイスJEG ニュースレター　2018年11 /12月号 ５

Hochalp

不思議な業をなされる方
渡邉万智子

大阪インターナショナルチャーチ

ハレルヤ！主の御名を賛美します。
この度は25周年おめでとうございま
す。
　 私がスイスに滞在していたのは主
に2009～2010年でしたので、当時
のスイスJEGはまだ創立15年前後
だったのですね。
　 この25年間、スイスJEGを主が豊
かに祝福して下さり、祖国を遠く離
れた日本人の為に必要を備えて下
さったことに感謝の気持ちが溢れま
す。当時の牧師は田辺先生でした
が、ドイツでの奉仕に専念されるこ
とになった際も、一時的な方も含め主
が牧師先生をたてて下さっていたのが思い出されます。
　 また個人的なことでも、当時まだ求道中だった私がサンク
トガーレンのゴスペル書店を通してルツ先生に導かれ、学び
に誘っていただいたり、Usterでの主日礼拝に車で送っていた
だいて参列させていただいたり（日本語の教会があるとはし
りませんでした！）、、、本当に私たちの信じる唯一の神、

主は、私をクリスチャン
のみなさまの交わりと正
しい教会へ導いて下さる
ような、恵み豊かで不思
議な業をなされる方だと
あらためて驚くと共に感
謝の気持ちでいっぱいに
なります。
　11月25日には特別礼拝

で多くの方が受洗し堅信に導かれ、入会を決心されたとお聞
きしました。本当に素晴らしいことですね！これからもスイ
ス日本語福音キリスト教会と集う方々に主の溢れんばかりの
祝福があり、かつての私のような未信者や求道者の為に大い
に用いられますように。またいつか皆様にお会いできるのを
楽しみにしております！

豊かな実りを約束される主
ハウリ・ジョアンヌ

　スイス日本語福音キリスト教会

　 スイス日本語福音キリスト教会が創立されて今年で２５
年！その間、数え切れないほどの喜びの出会いや嬉しい出来
事が何とたくさんあったことでしょう！そして、私がこの教
会で知り合った人々からどれだけ豊かな恵みを受けてきたこ
とでしょう！
　 特に素晴らしい思い出があるのは兄弟姉妹とともに週末を
過ごした修養会です。はじめにベルナーオーバーランド、
バーゼル近郊のカンデルン、そして東スイスや南独バード・
リーベンツェル。いつもそれらは大変価値のあるものでし

た。その間、私たちの教会に通っ
た、そして、残念ながら帰国された
多くの日本の友人のことを、私は懐
かしく思い返してみます。彼らが、
たくさんの良き想い出を、スイスか
ら持ち帰ってくださったことを願っ
ています。例えば、創立時から教会
の運営に貢献された吉田さんを、再
び私たちの教会にお迎えできるな
ら、なんと素晴らしいことでしょ
う！
　 第一世代の幾人かは、すでに召さ
れて私たちのもとから去っていかれ
ました。アートゥア・クンツ、ワル
ター・シグリスト、ゲアハルト・
ルート、そして今度はハンスウェ
リ・ゲルスタ、、。彼らは私たちの
教会を建て上げ、たくさんの価値あ

る奉仕をされ、献身的に教会を導かれ
ました。私は、永遠の御国において、かれらと再会すること
を楽しみにしてい
ます。そこに至る
まで私たちは福音
の種まきを可能な
限りしていこうで
はありませんか。
主は豊かな実りを
約束してくださっ
ています。主に栄
光あれ！

　　　　教会で構築された絆
　阿部寛之

愛知県同盟福音一宮キリスト教会

　 この歴史ある教会に、自分が関われた事にとても嬉しく
思っています。今年は自分にとって、とてもエネルギーが必
要な1年を迎えています。今年の4月から正職員になり、その
担当が「地域の高齢者が住みやすい地域づくり」のコーディ
ネーターの仕事をしています。現在、市の中で僕一人がそれ
を担っています。それだけに、責任も感じています。
 仕事の一環で職場の市にある教会を訪れる事もあります。な
ぜなら、教会で構築された絆が、高齢者のクリスチャンの生
活の中でどれだけ大切なものなのかを、市役所の職員や学識
者、民生委員さんの集まる会議で報告するからです。

  こんな素晴らしい発表の
場を僕に与えて下さったイ
エス様に感謝しています。
そして、この仕事が必ず整
えられる事を、毎日祈って
います。これからもみなさ
んに更なるイエス様の愛が
注がれる事を祈っています。

スイスJEG創立25周年

アッペンツェラーランドで　2010年

ザーベルシュタイン・キリスト者の集い　2016年

Haus Palmgarten Kandern (D)での修養会　1998年
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本当に本当に楽しい奉仕でした
田辺正隆

奥多摩福音キリスト教会

　 ”わがたましいよ。主をほめたたえ
よ。主のよくしてくださたことを何
一つ忘れるな。"（詩篇１０３：２）
 　
　 教会の頭であり、愛と真実と忍耐
をもって私たちを導いて下さった主
に心から感謝し、全ての栄光を主に
帰します。教会創立２５周年、おめ
でとうございます。
 　私と家内のスイスでの働きは、１
９９３年にドイツのデュッセルドル
フ日本語教会の牧師として赴任した
直後から始まったと言えます。（奇
しくも、この年に、スイス日本語福音
キリスト教会が発足しました）。スイスの群れにクンツ先生
御夫妻をはじめリーベンゼラーミッションに関わる方々がお
られたからでしょう、毎年、行われていた「修養会」に講師
として招かれたからです。
　 エッシーとベアーテンベルクで行われた修養会は忘れるこ
とができません。エッシーでは、ベルン在住の山崎兄の洗礼
式が行われました。私のスイスでの初めての洗礼式の司式で
した。ベアテンベルク"には、私が大学を中退してリーベンゼ
ラーミッションの宣教師の説教を訳すお手伝いをしていた
時、宣教師の方々から「そこで学んだらだら・・」と勧めら
れた神学校があったからです。当時のベアテンベルク神学校
の校長だった Frau  Dr. Wasserzug　先生から入学許可もい
ただいていたのですが、導きを確信できず、断念した経緯が

ありました。
　 修養会に行き、神学校
からスイスアルプス連峰
の山々を見た時、高校時
代スキー山岳部員だった
私の心にほんの一瞬でし
たが後悔じみた思いがよ
ぎりましたがそれは直ぐ
に打ち消されました。私

はベアーテンベルクへ行く代わりに、福音伝道教団の聖書学
校「中央日本聖書学塾」に導かれるわけですが、そこでロー
マ９：１５のみことばを通して生ける主にお会いし、「私に
全てを委ねて従いなさい」とのみことばを聞いたからです。
この経験なくして今日の私はないでしょう。
　 Düsseldorfでの６年間の働きを終えようとしていた時、ス
イスからの招聘が決まりました。問題はスイスに住む場合の
ビザでした。ゲルスタ先生は「いろいろ調べたが、すでに教
団の鈴木先生がスイス在住の全日本人のためにという理由で
ビザを取っているので、政府はもう一人の牧師にはビザを発
給しないだろう」ということでした。その時、家内が「私た
ちはドイツの無期限ビザをもっています。ドイツから通って
スイス宣教ができるのでは・・・」と提案してくれ、スイス
とフランクフルトの両教会で奉仕することになった訳です。

　 家内は２００３年に心筋梗塞の手
術をしたため、遠出をせず、ダルム
シュタットの礼拝を始め、群れを導
く責任を負うようになりました。し
かし、バーゼル集会（真壁兄姉
宅）、アーラウ集会（ブルーヒン真
澄さん宅）等に一人で出向き、福音
を伝えることができました。「７０
歳を超えてアウトーバーンを走らせ
る日本人女性はあなただけだろう、
ギネスブックに載せてもらうか」な
どと話したこともあります。そんな
形で共にスイスで奉仕できたことを
感謝しています。
　 私の月に２回、計２０００キロ走
るスイスでの奉仕、本当に本当に楽
しい奉仕でした。辛いとか苦しいと
か嫌だとか、まして、止めようかな

どと思ったことは一度もありません。初代教会の時代、兄弟
姉妹が家庭を開放し、求道者のを招き、そこに説教者を呼ん
で集会をもつ・・そんな情景を彷彿させる諸集会でした。共
に労された兄弟姉妹に感謝します。通訳の方々、感謝しま
す。説教の通訳は、オランダの南部集会で通訳を付けて説教
がなされていました。家内がスイスでも通訳をつけたら・・
と提案してくれました。結
果として現地の方々と結婚
された姉妹方が家族ぐるみ
で礼拝に出席されるように
なり教会成長に連なったの
ではないでしょうか。ま
た、年を召し、健康がすぐ
れず、動き回っての奉仕が
できない兄弟姉妹の陰での
祈りの奉仕に感謝します。お祝いのことばにそぐわない個人
的な証しになってしまいました。スイス日本語福音キリスト
教会がいよいよ主に用いられ、御業が前進するように祈りま
す。祝福を祈りつつ。
 

スイスで救われた私
菊地祥彦

オーストラリア・Coromandel Baptist Church
　
JEGのみなさん、創立25周年
おめでとうございます。主が
これまで、みなさんの歩みを
支え、守り、導いて下さっこ
とを覚えて、主の御名をほめ
たたえます。JEGがあったか
らこそ、僕はスイスで救われ
ました。海外の日本人教会の
使命は本当に尊いものだと思
います。これからも主の御国
の拡大のために大いに用いら
れるようお祈りしています。

スイスJEG創立25周年

フィンランド・ロバニエミにて
直くん、美智子さんと。

　　リーベンツェルでの修養会　2000年秋

シグリスト宣教師司式による就任式　20000年
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必要をご存知の神様
加藤雅也・智美

横浜国際バプテスト教会

　スイス日本語福音キリスト教会25周年
おめでとうございます。神様がいつでも
どこでも必要なものを与え、満たしてく
れることを感じています。私達は、最初
の立ち上げ３年間だけの参加でしたが、
不思議と説教をする人と通訳する人や奉
仕する人々が与えられ、いつも２か国語
でメッセージを伝え、食事付きの交わり
会をすることができました。今も新しい
人々がスイスの教会に与えられ素晴らし
いことです。
　 数年前までの５年間、私達はマレーシ
アのバプテスト教会で礼拝を守っていま
した。９５%がイスラム教徒で残りの一
部が仏教徒とヒンズー教徒とクリスチャンの州での教会活動

でしたが、神様がそこでも見
守ってくれました。その時の
バプテスマとその後の愛餐会
の写真を添付します。智美の
母は５年半前より脳梗塞で入
院中で父は90歳ですので、
お祈りに覚えてください。雅
也は来春から新たなミッショ
ンが与えられそうです。　

晴れの日も雨の日も
矢部晶宏、幸恵

OM 宣教師
  
   創立25周年おめでとうございます。心からのお祝いを申し
上げます。皆さまの信仰の歩みは世界中の同胞にとって大き
な励ましと刺激です。
   私がスイスJEGを初めて知ったのは、スイスから地球の反
対側にあるニュージーランド・クライストチャーチでした。
クライストチャーチ留学中の2004年、スイス人の友人が「私
のお父さんは日本人で、スイス日本語教会に行っているの」
と教えてくれました。はっきりした顔立ちの友人を見ながら
「君が日本人とのハーフ？冗談でしょ！」と思いましたが、
その友人、サマラさんのご両親は、松林幸二郎さん＆ハイ
ディさんだったのです！それが最初のきっかけです。
 2008年ドイツのコンスタ
ンツに留学した際には、松
林ご夫妻をはじめ、田辺先
生ご夫妻、原ご夫妻など、
JEGの方々に大変お世話に
なりました。ドイツ留学は
試練の時でもありました
が、JEGの方々との繋がり
が （ も ち ろ ん 日 本 食

も！！）、主にある大きな励ま
しとなりました。今年2018年4
月には、そのような思い入れが
ある教会で敬愛するマイヤー先
生からメッセージ奉仕の機会を
いただき、皆さまとご一緒に愛
する神さまを礼拝でき、感謝感
激でした。
 スイスJEGは日本のリバイバル
だけでなく、世界宣教のために
大きく用いられる教会だと固く
信じています。晴れの日も雨の
日もデコボコ道も穏やかな道も
皆さまを導かれた恵みの主が、
これからも更なる祝福をもって
スイスJEGを導かれると確信し
お祈りしています。
  主イエスさまに心から感謝しつ

つ。

 備えられていた日本語教会    
 ヘス明美

スイス日本語福音キリスト教会

　学生時代に教会へ行き始め、大学3年の終わりに洗礼を受け
た私は、大学卒業後欧州で働き始めました。その後スイス人
の主人と出会い、1995年にチューリッヒへ引っ越して来る直
前、1993年11月に創立されたスイス日本語福音キリスト教
会(JEG)の事を大学の先輩から聞きました。信仰の道に入った
ばかりの私に、神様の恵みにより日本語の教会が備えられて

いた事は、感謝以外の何物でも
ありません。
　 1996年1月に初めてJEGを
訪ねてから、約23年間ずっと
通わせて頂き、神様から離れ
る事なく、信仰を持ち続けて
行けるのは、神様の祝福と
JEGのおかげです。教会の兄
弟姉妹は、すっかりスイスの
家族のようで、温かい交わり

と力強い祈りや励ましにいつも支えられていて、心から感謝
しています。
　 創立25周年にあたり、私のJEGでの23年を思い返すと数々
の素晴らしい思い出ばかりですが、やはり毎回の礼拝で日本
語で御言葉を聴ける事、日本語で賛美出来る事の感謝、毎年
の修養会やキリスト者の集いへの参加、そして今 年の工藤篤
子さんと野田常喜さんの賛美コンサート
と賛美セミナーが何と言っても忘れ
られません。
　 私達を愛して導いてくださる主
に感謝すると共に、JEGの皆様に
もいつも有難うございますの気持
ちでいっぱいです。これからもど
うぞよろしくお願い申し上げます。

スイスJEG創立25周年

脇山＆クンツご夫妻と　1995年

JEGでの奉仕、スイスの友人たちと2018

最愛の夫と娘
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この教会大丈夫かな？
高梨宣之

久留米市：滝山聖書バプテスト教会

　 スイス日本語福音キリスト教会の
皆様、創立２５周年おめでとうござ
います。先日は娘がスイスJEGの礼
拝に出席することができ、皆様との
お交わりをさせて頂きありがとうご
ざいました。
　スイスを離れて22年、家族が同じ
教会を訪ね、当時の方々とのお交わ
りの機会があるとは、感激です。当
時の思い出を少し書かせて頂きま
す。
1.1年のチューリッヒでの研修期間
の終わりが近づいているのに、最後
は続けざまに司会の奉仕を依頼され、この教会はこの後大丈

夫かなぁ？と不安を覚えつつ
帰国しました。無牧の中、
ウスターに別の日本人牧師
の教会が出来てちょっと探
りに行ったりと、不安定な
時期でした。その後22年、
田辺先生、マイヤー先生と
専任牧師が与えられ、こん
なにも祝福されていて感謝
です。

2.友子は、結局３回来瑞し、合わせて半年滞在しました。ク
リスマスに初めてスイス日本語教会に来て、クンツさんと共
に子供達に日独語での紙芝居をした光景は22年経っても鮮明
に覚えている思い出です。
3.たった1年の滞在でしたが、私たちの中では、いつまでも色
あせない最高の想いでの中心に、スイス日本語福音キリスト
教会での皆様とのお交わりがあります。いまだに感謝でいっ
ぱいな気持ちです！

魂の故郷・スイスJEG
ミューラー　トマス・カリン
スイス日本語福音キリスト教会

　 私たちが日本での11年間の宣教活動を終えてスイスに帰国
した2004年は、私たちにとって非常に困難な時を過ごす年と
なりました。私たちは、若いころ神さまの明確な召命に従っ
て、日本での宣教を目指していました。そして、日本では魅
力的な言語を何年も学びました。しかし、外的な要因で突然
の帰国を余儀なくされ、私たちの宣教活動は終わりを告げる
ことになりました。
　 帰国後、私たちは、二人の子どもリリアンとルカととも
に、スイスの地に、ゆっくりではありましたが、足場を築く
ことができました。神さまは、奇跡的にすばやく安く快適な
住居を私たちに用意してくださいました。私たちの仕事も
やっと得て、子供達のために現地のドイツ語の自由福音教会

に通い始めましたが、私たちにとっ
て、なんとなく寄留地であるような
気がしたものです。
　 ルカが堅信礼を終えると、私たち
は1997年から1998年のデピュテー
ションで知って愛していたスイス日
本語福音キリスト教会に、支障なく
定期的に通えるようになりました。
そして、2016年５月８日に会員とし
て受け入れられ、スイスJEGが私た
ちの魂の故郷となって今に至ってい
ます。神さまはこうやって、かって
の日本での宣教の働きを、このよう
な形で継続させていけるようにして
くださいました。それはとても感謝
なことです。
　 私たちは、スイスJEGにおいて、
兄弟姉妹とともに神を賛美し、礼拝

中そして礼拝後の交わりに喜びを感じています。夏の修養会
ならびにイスラエル旅行において、その喜びは最高潮に達し
たものでした。特に、様々なスタイルの賛美は競合するので
はなく補いあっていて、とても気に入っています。また、初
めて教会にこられた人々に示す教
会員の歓迎と親愛の情はとても素
晴らしいものです。私たちは宣教
師として日本にいたころ、若者に
関心をもち、ともに時を過ごして
いましたから、彼らがストレスの
多い職業生活に入る前に福音を伝
えたいと切に願っています。です
から、現在、スイスJEGに集う若
者が増えていることを心から嬉し
く思っています。私たちは、スイ
スJEGの２５年における神さまの
守りと導きを心から感謝しています。神さまが、私たちにイ
エスさまとともに前進し、深い一致とたゆまぬ信仰の成長を
お与えくださることを祈ってやみません。

私の信仰の基盤
津田和明

淡路島：日本キリスト教団洲本教会

　 愛するスイスJEGが、主とともに歩み、守られて来た25年
間に感謝いたします。私がスイスJEGに属したのは、わずか3
年程でしたが、イエス様に出会い、初めて受け入れてもらっ
た主にある群がスイスJEGでした。欠陥だらけの者を温かく
迎えてくださり、若者を育て愛する教会として、未熟ながら
もいろいろな奉仕をさせていただきました。教会からの支援
で修養会に学びに行かせていただいたり、若者との学びや各
家庭集会での麗しい交わりなど、楽しかった思い出が尽きな
いスイスJEGの兄姉との経験は、今、私の信仰の基盤となっ
ております。JEGがますますこれからも主の器として用いら
れ、主のご臨在と笑顔あふれる群として守られ、祝福されま
す様お祈り致します。25周年おめでとうございます。

スイスJEG創立25周年

修養会：Aeschiriedにて　1996年

1997年、スイスJEG玄関で
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私とスイスJEG
ルーティスハウザー小川云（たみ）
スイス日本語福音キリスト教会

　私がスイスJEGに通い始めて本当
に日も浅くやっと一年になったばか
りです。日本語でメッセージが聴
け、交わりをもてるというニュース
をスイスの情報誌グリェツィで知
り、早速友達と伺ったのが始まりで
す。教会のみなさんが優しく親切に
私たちをお仲間に加えてくださり、
心から感謝しております。
　マイヤー先生が母国語でお話しし
てくださる”み言葉”を聴く機会に恵
まれ、私にとってこれほど幸福なこ
とはありません。今まで、自分の信
仰はひとりで守ってきたという感じ
がありました。というのは、２２歳のときに日本を出て、現

在、私は８０歳に向かっ
ている人生、五カ国での
生活、文化と言葉も違う
異国での生活、日本人と
出会う機会のない生活、
２０回近い引越しと、辛
いこと悲しいことも山ほ
どありました。でもその
中で、日々の導き、そし

て朗らかで人を楽しくさせてあげられる笑顔、この二つを神
さまが与えてくださったのです。今までは英語かドイツ語で
の礼拝に参加しておりましたが、母国語での礼拝に参加し、
ともに賛美する喜びをもち、多くの方と親しくお話しができ
る機会をこれからも持ちたいと願っています。
　今では、自分の信仰は自分で守ってきたのではなく、多く
の方の祈りで支えられてきたのだと実感しています。本当に
心から感謝しております。

あれよあれよと25年
脇山斉・多恵子

スイス日本語福音キリスト教会

　 私たちは1994年の初めごろからJEGにお世話になりまし
た。当時、私（斉）はまだクリスチャンではなく、妻の多恵
子のお供として参加していました。こういう交わりがあるん
だと、、最初の頃は不思
議な気がしました。たく
さんの日本語を話す方々
（もちろん日本人以外で
も）がこのスイスの地で
と。定期的に行くように
なるにつれて、私にも信
仰が芽生え、多恵子の母
教会で洗礼を授けていた

だき、あれよあれよという間に20年
以上の年月が流れました。
　 その間、JEGには最初の頃は専任
牧師がいなかったので、役員の方々
が手を尽くしてスピーカーの方を探
し、お願いするなどいろいろ大変
だったようです。そして、田辺牧師
に長く導いていただき、それから先
日天に召されたゲルスター牧師、現
在はマイヤー牧師という牧師を戴い
て、恵まれた環境の中、神様からの
メッセージを聞くことができます。

お働きの力強さ
原憲二

スイス日本語福音キリスト教会
　 私たちの教会の基となったのは、当時、日本に遣わされて
いた宣教師（LM, OMF, SAM）の方々のお祈りでした。そし
て今月2018年11月、創立25周年を迎えましたが、それを見
届けるかのように、創立の中心的なお働きをしてくださった
Hans-Ueli Gerster元宣教師が天に召されました。振り返る
と、同じく創立のために貢献してくださったKunz Arthur宣
教師を2001年に、Walter Siegrist先生を2017年10月に、
最初の会堂を提供してくださったGerhard Roth先生を2018
年1月に、見送りました。異国人である日本人の救いのために
自身を捧げられてこられた先生方に、心から感謝するととも
に、福音伝道のお働きの力強
さを感じ大変励まされます。
「お働きの力強さ」を思うと
き、創立記念礼拝でもあっ
た、2018年11月11日のマイ
ヤー先生の説教は、時にか
なって貴重なメッセージでし
た。行いと信仰の関係につい
てでした。行いの動機は何な
のかが問われました。

「神の認めを得るための行いなのか、それとも神に義と認め
られたからこその行いなのか。」（メッセージからの引用）
働きは神の愛に駆り出されたもの以上のものであってはなら
ないのです。そうしてみると、宣教師の方々が示してくだ
さった「力強いお働き」を見習うとすれば、その行動自体を
見習うのではなくて、根源となる神様から受けた恵みの自覚
の大きさを見習うべきではないかと思わされました。イエス
様の十字架による贖いの愛と、初穂としてまず示してくだ
さった復活の約束の恵みの深さに立ち返りたいと。

スイスJEG創立25周年

楽しい愛餐会でのお交わり

修養会；リーベンツェルで　1997年

田辺牧師による洗礼　2002年

クリスマス劇　２０１４年
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JEGの歴史を振り返る時
今村泰典

スイス日本語福音キリスト教会

2018年11月第4週日曜日でスイ
ス日本語福音キリスト教会（JEG）は
25周年を迎えました。JEGの歴史を考
えると、それは私たちの結婚生活と重
なり合います。すなわち私たちは
1993年11月28日（第4週目の日曜日
の前の土曜日）に結婚しました。です
からJEGの創立10周年の時は結婚10
周年、創立20周年の時ま結婚20周年
と、そしてこの11月28日に私達は銀
婚式を迎えました。

25年の間、教会には色々なこと
がありました。私達が初めてJEGに
行った時は1995年11月で、当時はまだ無牧でしたが、折し
も、田辺正隆牧師が説教にいらしていました。それから数
年、無牧の状態が続いたのですが、田辺正隆牧師が正式に
JEGの牧師に迎えられて10年働かれました。牧師が引退され
る時、新任牧師の選出に当って、教会内で意見の食い違いが

出てくる事があります。しかし結
果的に役員全員一致で故ハンス・
ウエリ・ゲルスター牧師が迎えら
れ、そしてまた役員全員一致でマ
イヤー先生が迎えられました事を
本当に嬉しく思いました。
今思えばこの様にずっと牧者が与
えられたのは私たちの努力では決
してなく、神様が私たちに与えて
下さり、神様が教会を建てて下
さったとしか言いようがありませ
ん。本当に素晴らしい事です。

JEGの歴史を振り返ると、神様への感謝の気持ちしか湧いて
きません。この後、30年、40年と引き続き神様によって教
会が支えられていくことを切に願ってやみません。

　　　JEGの歴史は家族の歴史
今村葉子

スイス日本語福音キリスト教会

「召されたあなた方はその召しにふさわしく歩みなさい」
エフェソ4:1

　 私たちの主なる神様がスイス日本語福音キリスト教会を25
年間お守りくださいましたこと心より感謝いたします。
　 私たち家族はスイス日本語福音キリスト教会が創立されて
から2年後の1995年から通い始めました。今年結婚25年を迎
える私たち夫婦にとりましても、スイス日本語福音キリスト

教会は私たち家族の歴史そのもの
でもあります。
　月に２回の礼拝を待ちわび、兄
弟姉妹方との交わりを喜び、私た
ちの生活の中心がまさにスイス日
本語福音キリスト教会となってい
ます。私たち家族はスイス日本語
福音キリスト教会の土台の上に根
を張り成長させていただきまし
た。
　今後もスイス日本語福音キリス
ト教会に集う皆様と共に「神がそ
の栄光の豊かさにしたがって内な
る人に働く御霊によって力をもっ
て私たち一人一人を強めてくださ
るようにまた、私たちの心の内に
キリストを住まわせて下さり、神
の広さ、長さが、高さ、深さがど
れほどであるかを理解する力をい

ただき、人知を超えた
キリストの愛を知るこ
とができますように。
そのようにして、神の
満ちあふれる豊かさに
まで、私たちが満たさ
れますように」エフェ
ソ ３:16～19
 心よりお祈りしつつ
歩ませていただきたい
と願っています。

　　　
　主と共に歩むファミリーチャーチ　　　　　　　　　　　　

松尾照子
聖書と賛美の会シュトゥットガルト

　 それはもう20数年前になるかと思いますが、ヨーロッパキ
リスト者の集いに行く度に、スイスからいらしている松林さ
んに一年に一度お会いしてました。その当時の私は、自分の
住んでいる位置を中心として、その周辺だけが頭の中の存在

範囲でしたので、スイスと聞い
て、あの有名なハイジ物語や、
ステキな山々のある風光明媚な
観光地と言うイメージで、それ
こそ“山の彼方の空遠く”的な存
在で、ヘェ～、そんなところに
も在住日本人教会が存在する
のー？と言う感じでした。
　その10数年後、私は南ドイツ
に移住し、ストラスブールの集
会を開いていらっしゃるスイス
教会の今村ご夫妻と知り合いに

スイスJEG創立25周年

長男・詩門の洗礼式の後で　2016年

　 2003年に洗礼を受ける

修養会で誕生を祝っていただく
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なり、そのご好意で一泊どまりのスイ
ス教会(当時在ウスター)訪問が実現致
しました。そして、びっくりしたこと
は、参加者が国際的で、年齢層の幅が
広く、特に、二世を含む若い世代の活
躍が力強く目立っていることでした。　　
そしてマイヤー先生の二か国語による
ダイナミックなメッセージで、しかも
ゲルスタ引退牧師を始め、数人の引退
宣教師達を含む交わりもあり、私は
すっかり霊的にも満たされました。
　それ以来、毎年開かれるスイス教会
の修養会には参加させていただき、今
年は特に修養会中、私の誕生日まで
祝っていただき、大変感激致しまし
た。その後、トムセンさんご夫妻のご
好意で、いつも変わらぬ教会員の暖か
く、活気のあるスイス教会の礼拝に出
席させていただき、礼拝後のバーベキューや、翌日のスイス
の山登りなどを体験させていただいたりして、またスイス教
会との主にある交わりの思い出が増えてきました。
　 そして、私にとっての現在のスイス教会は、私がこの一年
毎回礼拝に出席している、「聖書と賛美の会シュトゥットガ
ルト」を中心軸として、その最も近い重要な周辺教会となっ
てます。  今後とも宜しくお交わりお願いいたします。

これからもスイスJEGの為お祈りしています　　　　　　　　　　　　
ロッテ・マットミューラー

スイス日本語福音キリスト教会
　
  尊い主イェス様の御名を賛美いたします。Usterで日本人の
ための教会が始まったのは、もう２５年前になります。この
ことは、神様のなさった本当にすばらしい御業だと思いま
す。心から感謝して、主をほめたたえます。これからも、ま
すます成長して、スイスに住んでいる沢山の日本人の方が救
われて、教会に加えられるように、お祈りいたします。

 さて、私の思い出は最初の頃、
二ヶ月おきにBrienzから主の御
言葉を分かち合うために、電車
でUsterまで片道３時間ぐらい旅
行したことでした。その頃は、
加藤さんご夫妻、田中さん、吉
田廣子さん、脇山さんご夫妻ら
が熱心に参加されていました。
特に、多恵子さんは病気であっ
ても、いつも勇気を持って、主
イェス様に頼り、模範的な態度

で生きていらして、本当に驚かされました。今でも、心から
感謝しています。これからもがんばってくださいね。

Aeschiried で
最初の修養会が
ありました。そ
の時、若い兄弟
の洗礼式もあっ
て、神様のみ業
を崇めました。
それからSpiez 

からFaulenseeまでの散歩は、とても楽しかったです。最
近、あまりスイスJEGの礼拝に行けなくて申し訳ありませ
ん。ひとつの理由は、年を取ってしまい、私の耳も遠くなっ
てしまったことです。そして、道程も遠いですね。しかし、
これからも皆さんとスイスJEGのためにお祈りしています。
　 どうか、望みの神が、あなた方を信仰によるすべての喜び
と平和を持って満たし、聖霊の力によって望みに溢れさせて
下さいますように。　ローマ１５:１３

スイスJEG創立25周年

修養会　Beatenbergにて　1997年

初めの頃の礼拝　1996年

創立２５周年　おめでとう！　2018年ヒアット姉の洗礼式のあと　1995年
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神の家族・JEG
トムセン・チャーリー

スイス日本語福音キリスト教会

  スイス日本語福音キリスト教会に
通いはじめてから8年経ちました。
初めてJEGを訪ねた時はちょうどク
リスマス礼拝でした。スイスに来て
三年目で、それまではあまりスイス
での日本人との関わりはありません
でした。同じ年代の子がいるかなー
と少し緊張しながら家族と礼拝に参
加しました。その時聞いたゲルス
ター先生の福音のメッセージとその
後のスモールグループで感じた温か
さはまだはっきりと覚えています。
今ではJEGは僕にとって家族のよう
な存在です。
  この教会を通して色んな出会い、また別れがありました。
教会ではもちろん、教会の支援を受けてヨーロッパ・キリス
ト者の集いやSLIMカンファレンツに参加し、本当に世界中の

クリスチャンと出会える
機会がたくさんありまし
た。そこでできた絆をス
カイプの聖書勉強やお泊
まり会などと色んな手段
を通して、特にヨーロッ
パにいる同じ年代の日本
語を喋るクリスチャンと
の絆を深められたのもJEG

のメンバーの祈りやサポートがあったからだと思います。個
人的にもメッセージやキャンプを通して霊的に成長できまし
た。この国際的な関係の中で自分の国籍は天国にあること、
そしてみんなが神様の子どもだということを深く覚えさせら
れました。
　JEG の家族に、そして
この教会へ導いてくれた
神様にとても感謝してい
ます。これからもこの神
の家族の一員として絆を
深めながら神様へと近づ
いて行きたいと思いま
す。
 
こういうわけで、このように多くの証人たちが、雲のように
私たちを取り巻いているのですから、私たちも、いっさいの
重荷とまつわりつく罪とを捨てて、私たちの前に置かれてい
る競走を忍耐をもって走り続けようではありませんか。
ヘブル人への手紙１２章１節

神様を愛するということ
トムセン・ヨハナ

スイス日本語福音キリスト教会
 
  スイス日本語福音キリスト教会に
通い始めて約７年目になります。
神さまが私と私の家族をこの教会
に導いてくださったと信じていま
す。私は日本語を話すクリスチャ
ンホームで生まれ育ったけれど、
子供の時期のほとんどをアメリカ
の教会で育ちました。ですから、
スイスで一つしかない日本語での
交わりができる神様の家族が近く
にあることは感謝です。決して偶
然ではないと思います。

　まだ、初めてジェッ
グに行った時が忘れら
れません。皆様がとて
も優しくして下さいま
した。特に、ゲルス
ター牧師夫妻とアンド
レアスの印象が大き
く、私は彼らに対してとても感謝しています。家族のメン
バーが病にあるゲルスター先生に対しての態度は、神様への
信頼さを示すものとして忘れられません。この出来事を通し
て神様を愛するということはどうゆう意味かと、もっと深く
理解できました。
　 ジェッグでの一人一人との出会いは貴重なことだと思いま
す。今も神様がこうやってマイヤー先生を送ってくださった
ことも感謝しています。これからも、イエスの一つの体とし
てジェッグの皆さんと神様に近づき、周りの人々を真理と希
望に導き、神様に栄光を返したいと思います。

私 の J E G
トムセン・マリア

スイス日本語福音キリスト教会

   私にとってJEGはみんなが集まって、一緒に神様のことを
勉強して礼拝できるところです。私はティーンズの学びで神

様のことをたくさん習い
ました。同じ信仰を持っ
てる友達ができたことを
感謝しています。そし
て、愛餐会でたくさん美
味しいものを食べられる
のが毎回の楽しみです。
JEG大好きです！

スイスJEG創立25周年

アンドレアス君、姉と。入会式の後で2 0 1 3

教会ユースグループと　2014

私の家族全員がJEGファミィリーに　2013

クリスマス劇で 2015
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神の守りと導きの元で
　マイヤー・マルチン
スイス日本語福音キリスト教会

地とそれに満ちるもの、世界とその
中に住むものとは、主のものであ
る。詩篇24:1

　 スイス日本語福音キリスト教会
は、創立から２５年の間、主なる神
の忠実さと導きを知ることができ、
その祝福を体験することができまし
たことを心から感謝申し上げます。
 初代の集会は、小さな一粒の種に
例えられる始まりでした。また、こ
の２５年間の間、たくさんの兄弟姉
妹の出入りもありました。しかし、
今は、すでに次の世代の受洗者が与

えられて、人数的そして霊的
成長は、主の恵みによって 
顕著なものとなりました。
私が、田辺先生とその後ご
奉仕されたゲルスタ牧師の
後任として、スイス日本語
福音キリスト教会の専任牧
師に就任して、はや５年も
経ちました。
　かっての日本における宣教

の働きと比べて、一つ二つ大きな違いが明らかになっていま
す。日本での宣教の働きには、一人一人の魂の救いのため
に、かなりの苦労が要りました。礼拝に招かれた人は、なか
なか教会の敷居が高くて超えられなく、礼拝に新しい方が来
られることは非常に少なかったのです。

　ヨーロッパの在留日本人は、気
楽に礼拝に参加したり、ほかの日
本人との交わりを求めながら、キ
リスト教への関心も高まっている
ように感じます。留学生として
ヨーロッパに来ている日本人大学
生は、聖書の勉強にも興味があっ
たので、彼らのために家庭集会の
ほかに、大学のある都市で聖書の
勉強会を簡単にスタートすること
ができました。

　 もちろん、短所もあります。スイス教会の兄弟姉妹は、広
い地域に散らばって住んでいますので、礼拝に集まるために
長い距離を走らなければならない事が多いです。そのため残
念ながら、礼拝はいまだに月に二回しか持てないのです。ま
た、教会の群れに必要な牧会の奉仕も、そのためとても難し
くなっています。それでも、神様が教会生活を今日まで守っ
てくださっていますこと
に心から感謝していま
す。
　これからも、ますます
教会形成が進み、各家庭
集会がさらに用いられ、
み言葉との結びつきがさ
らに深められますよう
に、お祈り申し上げま
す。

スイスJEG創立25周年

就任式　２０１４年１月１２日

第1回　イスラエル旅行 2015　

　　　　　　　　　　スイスに本帰国しました！
　マルティン・フィリップ、祐子、勇也、飛也
OM（Operation Mobilisation)　インターナショナル

　私たちはOM日本での5年間の働きを終えてスイスに帰ってきました。この5年間祈り支え
てくださり、感謝します。OM日本事務所での働きを通して、日本の教会を宣教に動員するよ
う努めました。OMは毎年世界中に何百万人という人々を宣教に送り出し、福音を届け、必要
に応じた人道支援を提供しています。そして教会を開拓し、弱い立場の人々の正義のために
闘い、弟子訓練にも力を入れています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       
このような団体の日本支部で奉仕することができたのは、神様の恵みと助け、そして私たち
のことを想い、祈り、支えてくださった皆さんがいたからです。本当にありがとうございま
す。今後フィリップはスイスでOMインターナショナルの仕事を続けます。続けてお祈りいた
だけたら幸いです。皆さんの上に神様の豊かな恵みがありますように！

OMインターナショナル　https://www.om.org/en

若者バンド”渡り鳥”のデビュー

https://www.om.org/en
https://www.om.org/en
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もっとも大きな慰めは
マットミューラー ・ロッテ

ベルン州ブリエンツ

　 札幌に住むゲルスタ家のみな
さんに最後にお会いしたのは、
1992年に私がスイスへ本帰国す
る少し前でした。
　 豊かな賜物を持ち、日本と日
本人そしてイエス様に、それは
大きな愛を持つ若き宣教師の存
在は、母の介護のために予定を
繰り上げて帰国することになっ
た私にどれほど勇気と喜びを与
えたことでしょう！それ以後、
私は定期的に受け取る”祈りの手
紙”から、新しい教会における彼
らの近況や働きを知りました。
　 そのゲルスタ夫妻が２０年に
わたる札幌においての宣教の働
きを終えて帰国し、ウスターに
あった日本語教会での牧会の働
きを継いだことを知って私の心は
喜びに溢れました。その後、聖会や修
養会、アデルボーデンにおける休暇で
のゲルスタ家の皆さんとの再会は、い
つも私にとって大きな幸せであり喜び
でした。
　 ハンスウェリさんの病気と、１１月
の早すぎる召天は私に衝撃と悲しみを
与えました。ゲルスタ家メンバーが心
を合わせ、この過酷な運命を背負う姿
は模範的といえるものでした。
　 私は遺族とスイス日本語教会の兄弟
姉妹に、深い慰めと必要な力が神から
与えられること祈ります。もっとも大
きな慰めはハンスウェリさんが病の苦
しみから解放され、天において、イエ
スさまの身許にいて、その栄光を見れ
ることです。そしてイエス様との交わ
りを持つことができることです。私た
ちも天の御国においてハンスウェリさ
んに再会ができましょう！それはイエ
ス様だけが可能にしてくださいます。

宣教のために人生を捧ぐ
菊地祥彦

オーストラリア・アデレート

　 ゲルスタ先生が天に召されたことを
知り、胸が痛みました。先生は僕が留
学中にとても気にかけてくださり、明
確に福音を示し、信仰告白へと導いて

くださいました。今でも、ゲルスタ先
生と過ごした時間は、尊い思い出とし
て心の中にしまってあります。
　 先生が晩年に闘病生活をされていた
ことを聞いていたので、先生のこと、
また、ご家族のことを思うと、気の毒
な思いになりました。それでも主がい
つも共にいてくださっているとウェン
ディさんのニュースレターを通して聞
いていたので、平安を覚えました。

 病に苦しんでいたゲルスタ先生が、私
たちが持つこの不完全な身体から解き
放たれ、主のもとで苦しみも痛みもな
く憩い、喜びに満たされていることを
思うと、愛と憐れみに満ちた主をほめ
たたえずにはいられません。
　 日本宣教のために人生を捧げて下
さったゲルスタ先生、また、先生を用
いてくださった主に心から感謝いたし
ます。大切な家族を失ったウェンディ
さん、アンドレアス、エリサベスのた
めにお祈りしています。

ゲルスタ先生を偲んで
渡邉万智子
大阪東住吉区

　
　 このようなメッセージを書
くのは初めてで、どう始めれ
ばよいのかわかりません
が。。。ウェンディ師からご
連絡をいただいた時は涙が止
まりませんでした。
　 長く患っておられた先生が
安らかに主の御元へ召され
た。。。生前の優しい笑顔が
ひたすら思い出されます。
　 ゲルスタ先生はたいへん柔
和でホスピタリティ溢れる素
晴らしい方でした。
特に記憶に残っているのは、
私がクリスチャンになって間
もない頃、ウェンディ師がご
自宅で「基礎の学び」をして
下さっていた時です。私が訪

問するとゲルスタ先生はあたた
かく迎えて下さり、休憩の時や学びの
後に質問をするとアンドレアス君と共
に私の質問に真摯に答えて下さいまし
た。モルモン教とキリスト教の違い
等々、初心
者ならでは
(？)の疑問
に優しくわ
かりやすく
お 答 え 下
さったのが
今でも心に
残っています。
　
　 その数年後にゲルスタ先生が体調を
崩されているという話を耳にし、後に
はウェンディ師からのニュースレター
で具体的な状況を知ることができまし
た。日々様子の異なる先生をご家族が
どれほど献身的に支えてこられたか
等々、遠く離れた日本で胸が詰まる思
いでおりました。
　 そして先日、苦しむことなく天へ召
されたと知り、この世ではもうお会い
できない悲しみの反面、いつかまた新
しい身体で再会できる希望がゲルスタ
家の皆様やゲルスタ先生を知る皆様、
そして私に与えられたことに主に感謝
せずにはいられません。
　 どうかこの悲しみの時に主の大きな
愛と平安がゲルスタ家の皆様と共にあ
りますように。

ゲルスタ先生を偲んで

共に学んだ”基礎の学び”
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キリストの香り
中嶋羊子

東京都足立区

　ゲルスター先生と初めてお会
いしたのは、私がまだスイスで
の住居が決まらず途方に暮れて
いた時でした。
　 1度しか礼拝に出ていなかっ
たにも関わらず、「日本人カッ
プルがスイスで家を見つけるの
は大変だから」と物件を見つけ
たとお電話を下さり、一緒に見
学まで付き合ってくださいまし
た。
　私は色々あり、スイスではな
かなか礼拝を守ることができま
せんでしたが、いつも深い祈り
と愛と励ましをくださいまし
た。ゲルスター先生とウェン
ディさんが放った温かくて優し
いキリストの香りに、私の信仰
は育てられ、耕され、光の子と
して歩みだしました。
　 もうお会いできないのは本当に寂し
くて仕方がないですが、ゲルスタ先生
のキリストの香りは天国からも放たれ
続けることだと思います。私を含め多
くの方の中で、これからもその芳しい
香りから力を得ることでしょう。それ
を糧に、家庭で、教会で、地域で、友
達の中で、私もキリストの香りを放つ
人に変えられるよう祈り続けます。

一生大切にしたい思い出
コイ和子

ドイツ・コンスタンツ

　 先生の優しいまなざし、イエスの存
在を真心を込めて伝えたいという雰囲
気は脳裏に焼きつき、一生大切にした
い思い出です。素敵な奥さんのWendy
や素晴らしい子供たちに恵まれ、先生
の生活は充実したものだったでしょ
う。イエスの愛で満ち溢れているファ
ミリ-や我々を、いまや彼はイエスとと
もに天から見守って下さる実感があり
ます。先生とのふれあいはイエスとの

ふれあいでし
た。心から感
謝しつつ天国
のお部屋で
待っていてく
ださいね。

ハンスウェリが私たちに語った言葉
ミューラー　トマス・カリン

スイス・チューリッヒ

　 ハンスウェリとウエンディは、私た
ち宣教師にとっていつも模範的存在で
した。１９９０年、私たちは日本に遣
わされるOMFの宣教師候補となりまし
た。そして、私たちは四国本州を縦断
する旅行をしたのち札幌に渡りまし
た。
　札幌に
おいて、
私たちは
ゲルスタ
家の ” お
も て な
し ” にあ
ずかるこ
とができました。その時、ハンスウェ
リが私に言った言葉は決して忘れるこ
とができません。”１年か2年のち、君
たちが札幌の日本語学校にくることを
楽しみにしているよ。そしたら君たち
との交わりを持つことができるだろ
う！”
　 残念なことに、私（トマス）の腰痛
の為にその願いは叶わず、私たちは本
州そして、その後、こよなく愛する温
暖な四国に行くことになりました。私
たちは四国にあって、ハンスウェリた
ちの多様な宣教活動、日本人を愛して
心からの奉仕について読んだり聞いた

りしてきました。もっとも大き
な喜びをもたらしたのは、私た
ちが本帰国して２年後に、スイ
ス日本語福音キリスト教会でし
ばしば会えるという事実でし
た。
　 神様、どうかウエンディさ
ん、アンドレアスくん、エリザ
ベスさんをこれからも祝福して
ください。そして彼らの宣教活
動が多くの果実をもたらしてく
ださいますように！

なんと美しい日本語で
クライナー佐々木千恵子

ドイツ・バックナング
  　
　私が初めてスイス日本語教会
を訪れたのは2003年でした。
その時のメッセンジャーが、な
んと丁度北海道から帰って来ら

れたゲルスタ先生でした！なん
と美しい日本語で話されるのだろ
う！っと、びっくりしました。もっと
びっくり
し た の
は、愛餐
会 の と
き、私の
横に座っ
て話しか
け、そし
て、イザ
ヤ53章を教えてくださったあと、私の
ために特別にお祈りもしてくださった
のです。そのとき頂いた53章はそれ以
来あまりにも印象的で、特別な力を
持って私に語りかけてくれます。
　 また*基礎の学び*をメアスブルグの
原しのぶさんと一緒にやることを勧め
られ、それを発端に、その後も何人も
の人とともに聖書を学ぶようになりま
した。2003年のその時のゲルスタ先生
のメッセージは、原さんがCDにして下
さり今も持っています。その日は驚き
と感動感謝の初めてスイス教会を訪れ
た忘れられない日となりました。私を
連れていって下さった原夫妻に感謝で
す。
　 その後もゲルスタ先生ご夫妻には　
メアスブルク集会やスイス教会でお世
話になり、心にかけていただき、とて
も、とても感謝しております。

ゲルスタ先生を偲んで

札幌の自宅前で　２００７

ベアテンベルグ修養会　2012

就任式　2010年１1月
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主の御心は別でした
田辺正隆・みや子

東京都奥多摩

　ゲルスター師が天に召された
ことをお知らせ下さってありが
とうございました。
　私どもはゲルスター先生が
OMFの重い責任を担う方だと
思っていました。しかし、主の
御心は別でした。スイス日本語
福音キリスト教会の創立に関
わってくださったこと、日本の
北海道での宣教に携わり、良い
働きをしてくださった事、感謝
しています。
　今、全ての重荷から解き放た
れ、主の御許に憩っておられる
ことを確信しています。葬儀に
は出られませんが、奥様とお子
さんたちに私どもからの弔意を
お伝えいただけたら、幸いで
す。　
Ⅰコリント15：55～57
 

それは罪です！
脇山斉

スイス・ウスター

　 あれは今から15年以上前だと思いま
す。日本で宣教師として働かれていた
ゲルスタ先生は、スイスへ一年間デピ
テーションとして帰って来られている
時に会う機会を作ってくださいまし
た。私がお酒でいろいろと問題があっ
たと話していたら『それは罪です。』
とはっきり言われました。何を血迷っ
たか自分でもその時はわからず『は
い、止めます』と宣言してしまう自分
がいました。

　 しか
し 、 神
様 は す
ご い で
す ね 、
あ れ だ
け 好 き
だ っ た
お 酒 が
未 練 も

なく、すっかり欲しくなくなったので
す…。ある時休暇で”これはホテルから
のプレゼントです”と持ってこられた蒸
留酒のシュナップスやキュップリーな

ど全く手を付けずにおくことができま
した。毎日浴びるくらいに飲んでいた
私がですよ、信じられます？しかし、
あれから一滴も飲んでないですよね、
本当に。
　 お酒を飲むこと自体は悪でも罪でも
なく、少しであれば聖書にも書いてあ
るとおり、薬みたいなもんで体にいい
と思います。しかし、度を過ぎていた
私から、その思いを取り去ってくだ
さった神様に感謝です。人は神様に
よって変えられるんだと気付かされま
した。ハレルヤ！

　　　み使いと共に賛美
トムセン千香子

スイス・フォルケットヴィル

　 ７年前のクリスマスの日、私は初め
てJEGを訪れました。その日はゲルス
タ先生の説教でした。そのゲルスタ先
生の説教が私にとって初めで最後にな
るとは思いもしませんでした。それで
も先生との交わりは家庭集会などを通
して続きました。
　先生の印象としては、気さくでへり
くだった方だと覚えています。歌も素
晴らしく上手で、言葉をあまり話せな
くなった頃でも賛美は変わりなく歌わ
れていました。特に「感謝と喜びを」
を声高らかに歌っておられた姿は今も
脳裏に浮かびます。

　きっと今頃天国で昼も夜もみ
使いと共に賛美されていること
とでしょう。いつかまた先生と
主を共に賛美できる日を心から
楽しみにしています。

　
愛に満ちた言動
　　クンツ・ルート
スイス・サンクトガーレン

 ハンスウェリ兄弟に関して、
私の記憶に残る多くの思い出の
一つは、兄弟の人に対する神様
の愛で満ちた言動です。兄弟に
は深い知識と経験そして法学博
士という高い社会的地位があり
ましたが、いつも相手を尊重し
て、優しく謙遜な話し方をされ
ました。
　ハンスウェリ兄弟の送別会で
こんなことがありました。送別
会への出席者の席にはヨハネの

福音書が置かれていました。それは
兄弟が、出席者一人一人に、さらにそ
の友人まで、福音に招こうとしてお渡
しになったのでしょう。

　私はハ
ンスウェ
リ兄弟の
召天に際
しヘブル
人への手
紙１１：
４を思い
出しまし
た。「彼

は死にましたが、その信仰によって、
今もなお語っています。」ハンスウェ
リ兄弟の生涯を通しての尊い証に心か
ら感謝します。

楽しい想い出
クスター節子

スイス・サンクトガーレン
　
　 先生とお知り合いになったのは、先
生が宣教先の北海道からスイスに帰国
なさって、田辺先生のあとを引き継い
でJEGの牧師となられた時からです。
私がJEGへ入会したのはゲルスタ先生
がJEGに来られた次の年2011年の2月
のことでした。何回か役員、世話人に
奉仕についてのセミナーを開いてくだ
さいました。

ゲルスタ先生を偲んで
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　その時は今の「ユースのお泊
まり会」のように二日続きのセ
ミナーでお食事を共にし、遠く
から来る者には先生のお宅に泊
めてくださり、夜おそくまで
色々なお話をしていただき、沢
山のことを学ばせていただきま
した。
　 先生は教会の近くにお住い
だったので時々先生宅の前庭で
ゲームをしたり、散歩にご一緒
したことも楽しい想い出になっ
ています。
　

居酒屋での想い出
松林幸二郎

スイス・トイフェン

　 スイス人の友人４人を案内し
て北海道を旅行した際、その
頃、札幌で宣教されていたゲル
スタご夫妻は、友人２人を自宅に
泊め、おもてなししてくださいました。
スイス航空が破綻した2001年の秋のこ
とでした。
　そのささやかなお礼に夕食をと、札幌
駅構内にある居酒屋にお招きしました
が、ご夫妻にとっては居酒屋に足を入れ
るのは生まれて初めてだったようです。
私たちにとって、居酒屋はその土地の新
鮮な食材を使った郷土料理を安く頂け
る”料理屋”でしたが、ご夫妻にとっては
居酒屋は誘惑に満ちた悪の巣窟だったの
かも知れません。
　 一瞬、戸惑った表情を見せられたの
で、私は不良中年になったような後悔の
念を持ちましたが、全員席についていま
したから、外に出ることも出来ませんで
した。そうこうするうちに、テーブルに
は北海道が誇る海産物、帆立やエビ、鮮
魚のお刺身や焼き物などがところ狭しと
並べられました。さすがに北海道、駅の
構内といえども東京で食べる魚介類とは
比較にならない鮮度で安く、ゲルスタご
夫妻も緊張から解きほぐされ、本当に嬉
しそうな表情で美味しい魚を召し上がっ
てくださいました。ご夫妻の子供のよう
に輝く目を見て、皿の上のホッケの目み
たいだと、嬉しくも不謹慎にも思ったこ
とでした。
　 それから、10年後、ゲルスタ先生
は、役員全員一致の招聘決定を受けて、
田辺先生の跡を継いで、スイス日本語福
音キリスト教会の牧師に就任されまし
た。私は役員会会長として牧会のお手伝

いをさせて頂きましたが、その後次第に
病気が進行し、その事を自覚されていた
ゲルスタ先生は最も苦しまれていたに違
いありません。私も、船長を失った航海
士のように、スイスJEG丸をいかに正し
い航路に持っていけばよいかと苦悩いた
しました。
　そして、ゲルスタ先生は、私たちを残
して天に凱旋されていきました。日本と
日本人を愛して止まなかったゲルスタ先
生の生涯は、短くとも鮮烈な信仰者とし
てあるべき姿を私たちの心に焼き付け、
先生が愛したイエスさまの元に帰ってい
かれたのです。あの優しい笑顔と語り口
にもうこの地上で会えないと思うと寂し
くはありますが、今は、天のみ国での再
会を楽しみにしています。そして、札幌
駅構内での居酒屋の想い出話をしましょ
う。

ゲルスタ先生の賛美ダンス
本園万子

スイス・ウスター　

　私が、ゲルスタ先生の召天を知ったの
は、日本に里帰り中のことでした。長女
のサーラから、エリザベス自身のフェー
スブックへの投稿が送られてきました。
「今日、私の最愛のダディがイエス様の
元へと帰って行きました。捧げられた尊
い祈りと様々なサポート、そして、慰め
の言葉に感謝します。私たちは、この広

い世界の中で、最も柔和で無私
の生き方を貫き通した人物を失
い、悲しい思いでいっぱいで
す。しかし、何と言う喜びで
しょう。父は、彼の救い主であ
り、親友である、イエス様の元
にいるんです。いつも、私が眠
れるようにとピアノを弾いてく
れたこと、レゴでらせん階段を
作ってくれたこと、ワクワクす
る本を読んでくれたこと、私を
そのままの私として愛してくれ
たこと、常に忍耐をもって接し
てくれたこと、そして、一番重
要なことは、見返りを期待せず
に人を愛することを教えてくれ
たこと、最愛のパパ、ありがと
う。天の御国では、じっとして
ないで、私のために、喜びあふ
れ、賛美のダンスを踊っていて
ね。」
　 何と言う、素晴らしいメッ
セージでしょうか？こんな素晴

らしい言葉を愛娘から捧げられ、ゲルス
タ先生が本当にイエス様の前でジャンプ
しながら踊っておられる姿が見えるよう
です。ウェンディとアンドレアスの二人
三脚での介護、そして、ウェンディの精
神的な支えとなったエリザベス。イエス
様もゲルスタ先生も全てご存知ですね。
ゲルスタ先生、天の御国でお会いするこ
とを楽しみしています。アーメン。

ゲルスタ先生を偲んで

Liz Kauer11月9日 11:32 

Today, my dearest Papi/daddy 
went home to Jesus. Thank you 
for all your prayers and support. 
Your kind and encouraging words. 
We are sad to not have the 
kindest and most selfless man in 
the whole wide world with us 
anymore. But what joy we have, 
that he is now with his Lord and 
Saviour and best friend, Jesus. 
Thank you Daddy for all the times 
you played the piano for me to 
help me fall asleep, for building 
the best spiral lego staircases, 
reading us the most adventurous 
stories, for loving me for who I am, 
being patient at all times and most 
importantly for teaching me to love 
everyone, without expecting 
anything in return. I love you Papi. 
Don't rest in peace, but rather 
dance around in heaven for me ❤
            エリザベスのFacebookより。
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https://www.facebook.com/liz.j.gerster?__tn__=%2CdC-R-R&eid=ARDl_z8w05q1J63DQnnfL78syja9aoonUab76FO57foxL4wqcoykEUePUGh0CUsUbEQoAIwL5MwLvmMI&hc_ref=ARQq36NLPasJ2MUTQJkl7ivKpgIt36CbUrxcULsstfnaaLfhKn4f61l9FYYyfzba63Q&fref=nf
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